
平成 27 年 8 月 1日現在
診療科等 月 火 水 木 金 備　　　　　　考

循環器内科 午前 鹿　島 田　中 鹿　島 永　吉 田　中
総合診療内科 午前 馬　場 中　村 中　村 田　中 中　村
脳血管内科
神 経 内 科 午前 ( 休  診 ) ( 休  診 ) ( 休  診 ) ( 休  診 ) ( 休  診 )
消化器内科 午前 小　薗 軸　屋 ( 休  診 ) 小　薗 軸　屋

小 児 科

午前 相　星 荒　武
相　星 相　星 相　星 熊　本

相　星 火曜日の相星医師は受付が 9 時 30 分までとなります。

午後診療受付　14 時～ 16 時
月曜 ･ 水曜 ･ 金曜は午後診療受付 15 時～ 16 時
1 ヶ月健診 ( 毎週月曜・金曜：要予約 )　受付 14 時～ 14 時 30 分
予防接種 ( 毎週月曜・水曜・金曜：要予約 ) 受付 14 時～ 14 時 30 分

午
後

外来 荒　武 熊　本
熊　本

荒　武
荒　武予防接種

健診 相　星

外    科 午前 （手術日） 吉　留
青　木

吉　留
桑　畑 （手術日） （手術日） 月曜・木曜・金曜は手術日のため予約患者のみの診察となります。

泌 尿 器 科 午前 水　間 （手術日） 水　間 水　間 水　間 毎月第 1 木曜日は休診です。
火曜日は手術日のため休診です。    

産 婦 人 科

午前 恒　松
大　塚

恒　松
大　塚 （手術日） 恒　松

大　塚
恒　松
大　塚 １ヶ月健診（月・金曜日：要予約）診療受付 14 時～

午後診療受付（水曜日以外）14 時～ 15 時    　　　　　　　　
母乳外来（毎週火・木曜日）
母親学級（毎月第２・３水曜日）

午後 恒　松
大　塚

恒　松
大　塚 助産師

母親学級

恒　松
大　塚 恒　松

大　塚助産師
母乳外来

助産師
母乳外来

眼 　 科 午前 尾　辻 尾　辻 尾　辻 尾　辻 尾　辻
放 射 線 科
呼 吸 器 科 午前 ( 休  診 ) 中　釜 中　釜 中　釜 ( 休  診 )

専 門 外 来

午前 呼吸器内科 血液内科 肝臓内科 呼吸器外科
呼吸器内科　 　毎週月曜日　予約制　　　　　　　　　　　　　　
血液内科　　 　毎月第３火曜日　予約制　　　　　　　　　　　　
もの忘れ外来 　毎週水曜日（14 時～ 16 時）　　　　　　　　　　
肝臓内科　　 　毎週水曜日　予約制　（午前診療のみ）　　　　　　
小児循環器　 　毎週金曜日 予約制（14 時～ 16 時）　　　　
呼吸器外科　 　毎月第２･ ４木曜日 予約制 ( 午前診療のみ )
小児慢性疾患 　毎週水曜日 予約制（14 時～ 16 時）　　　　　　　

午後
もの忘れ外来

小児循環器小児慢性
疾患外来

内 視 鏡 検 査 軸　屋 小　薗 軸　屋
小　薗 藤　井 赤　崎

緩 和 ケ ア 外 来 要　予　約 随時予約受付

○受付時間　午前８時 30 分～午前 11 時 00 分   
○診療時間　午前８時 30 分～午後 17 時 15 分   
○休診日　　土 ･ 日 ･ 祝祭日 ･ 年末年始  
　※急患の方は､ 随時受付いたします。

面会時間　 平日は午後 2 時から 8 時まで
　　　　　 土曜、日曜及び祝祭日は午前 11 時から
　　　　　 午後 8 時まで
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　田舎医者の流儀（43）・・・慳貪（けんどん）

　日本を代表する企業が不正経理（粉飾決算？）問題で、社長以下関連役員が退任に追い込まれた。
社長は記者会見し、「株主様はじめ・・・にご迷惑をお掛けしました」と、まず「株主」様に謝罪

した。現代社会においては、消費者・国民、従業員にお詫びするより、まず真っ先に「株主」様に

お詫びしなければならないらしい。その株主様はというと「不正経理で、損をした」と訴訟を起こ

す見込みだという。

　株はそもそも資金不足の企業に、その成長を見込んで資金提供し、成功したらその分け前を頂く

のが本来の役割であったはず。しかし、今や多くが投機的になり、業績が良いと買われ、少しでも

業績が低下すると資金を引き揚げる、そんな運用が主流になってしまった。それが資本主義、市場原理で当たり前の

事とされている。しかし、田舎医者には、そんな「慳貪」なやり方は日本の「美学」に反するように思える。

　江戸時代の茶人・書家本阿弥光悦の母妙秀は、「何よりも慳貪にして富裕なることを嫌った」という。慳貪とは「欲

深くしていつくしみの心がないこと、むごいこと、貪欲な事とあり、つまり自分さえ良ければ他人の事はどうでもい

いという者のことだ」という。本阿弥のみではない、日本では良寛、松尾芭蕉、吉田兼好、橘曙覧など多くの先達が

そんな生き方をした。自然と共存した彼らは日本人の生き方の原点のように思われる。（清貧の思想　中野孝次著、文

芸春秋）。

　私の中では、株屋さん達は皆、「慳貪」にして肯定出来る存在ではないと思っていた。しかし最近、新井和宏なる人

物は「投資はきれい事で成功する」（ダイヤモンド社）と主張する。彼は大手投資会社ファンドマネジャーとして数兆

円を動かしていた。しかし、その生活に矛盾を感じ、体調も優れなくなり、会社を辞め、新たな投資会社を立ち上げた。

彼は云う、「前の会社では投資は科学である」と教えられた。今は「私は予測しない、予測は当たらない」「社会に貢

献する本物の会社を探し、投資する。株主にも利益を戻す」「困っている時に投資し、事業の発展を助ける」。彼がど

こまで本物であるか私には判断できない、しかし、こういう「株屋」さんがいる事自体、嬉しいね。

　小泉内閣時代、規制改革が声高に叫ばれ、その先頭に立っていた財界人？がいた。最近、この方は年間で 54 億円も

の所得があったと報じられた。国民は規制緩和の荒波で辛い思いをさせられた、あまりに対照的である。医療者は患

者さんという「弱い立場の存在」を「飯の種」にしている、従って、「慳貪」に最も遠い存在でなければならないと自

戒する。
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